
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

106-230 高等学校 国語 現代の国語  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 現国・104-903 改訂版 高等学校 現代の国語 

 

１．編修の基本方針 

⚫ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識・技能を培い、確かな国語力を育成する。 

⚫ 言葉の働きについて理解を深めるとともに、言葉を通して社会と関わる態度を養う。 

⚫ 論理的に考え、適切に伝え合うための、確かな思考力・判断力・表現力を培う。 

⚫ 現代社会の諸問題に対する幅広い関心と、言語文化の担い手としての自覚を育む。 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 
読解と論述   

■風が通るとき 人間関係について述べた文章の読解を通して、社
会の中で他者と関わりながら自主自律の精神を養
うにはどうすればよいのかについて考えられるよ
うにした。（第２号・第３号） 

p.14～p.19 

対比の構造 対比構造について学習できる三つの文章を通し
て、言語運用能力を高めるための知識を身につけ
られるようにした。（第１号） 

自国と他国の文化比較を通して、自国の文化の特
徴について理解を深め、国際社会の平和と発展の
ために必要なことについて考察できるようにし
た。（第５号） 

文化・言語・習慣など、さまざまな面で自分とは
異なる他者とどのように向き合うべきかについ
て、具体的な事例を通して考えることができるよ
うにした。（第３号） 

p.20～p.39 

一般論と主張 常識とされている一般論とそれに対する主張が示
された三つの文章を通して、言語運用能力を高め
るための知識を身につけられるようにした。（第
１号） 

多角的に物事をとらえたり、身近な物事にも疑問
を持ったりすることを通して、幅広い知識と教養
を身につけることの重要性を認識できるようにし
た。（第１号） 

実社会にある素材を用いて、相手や目的に応じた
文章を書いたり、資料を的確に分析したりする活
動を通して、主体的に社会に参画する態度を養え
るようにした。（第３号） 

p.40～p.61 



 

論理とレトリック 言葉が持つ価値と、言葉の使い手である自身につ
いて認識を深め、個人の創造性や自主自律の精神
を養えるようにした。（第２号） 

人間の思考や認識を支えるという言葉の働きにつ
いて理解し、言葉を用いて主体的に思考する力を
培うことができるようにした。（第１号） 

実社会にある素材を用いて、相手や目的に応じた
文章を書いたり、資料を的確に分析したりする活
動を通して、主体的に社会に参画する態度を養え
るようにした。（第３号） 

p.62～p.77 

具体と抽象 具体と抽象の関係について学習できる三つの文章
を通して、言語運用能力を高めるための知識を身
につけられるようにした。（第１号） 

人と自然の共生における重要な問題点について、
自身の生活と具体的に関連づけて考察できるよう
にした。（第４号） 

実社会にある素材を用いて、相手や目的に応じた
文章を書いたり、資料を的確に分析したりする活
動を通して、主体的に社会に参画する態度を養え
るようにした。（第３号） 

p.78～p.105 

批評する 作品の多様な見方を学び、豊かな情操や創造性を
培うとともに、表現や構成の手法を学びながら文
章を書く活動を通して、幅広い知識と教養を身に
つけられるようにした。（第１号・第２号） 

p.106～p.135 

比較する 現代社会の問題について述べられた文章と会話文
の読解を通して、幅広い知識を身につけるととも
に、自己と社会との関わり方について考察できる
ようにした。（第１号・第３号） 

実社会にある素材を用いて、相手や目的に応じた
文章を書いたり、資料を的確に分析したりする活
動を通して、主体的に社会に参画する態度を養え
るようにした。（第３号） 

p.136～p.173 
 

背景を理解する 現代社会の問題点を理解し、そこで求められる責
任や他者を敬い協力することの重要性について考
え、社会の発展に寄与する態度を養えるようにし
た（第２号・第３号） 

時間についての考え方を述べた文章を用いて幅広
い知識と教養を養うとともに、抽象的な思考を通
して真理を追究する態度を育めるようにした。
（第１号） 

実社会にある素材を用いて、相手や目的に応じた
文章を書いたり、資料を的確に分析したりする活
動を通して、主体的に社会に参画する態度を養え
るようにした。（第３号） 

p.174～p.207 

問題提起 筆者の問題提起が示された三つの文章を通して、
言語運用能力を高めるための知識を身につけられ
るようにした。（第１号） 

命は自分のものか否かという、正解のない問題に
取り組むことで、生命倫理について考察を深めら

p.208～p.224 



 

れるようにした。（第４号） 

現代社会の問題点を理解し、そこで求められる責
任や他者を敬い協力することの重要性について考
え、社会の発展に寄与する態度を養えるようにし
た（第２号・第３号）。 

表現の実践   
 

話し言葉の技術 自身の思いを他者にわかるように伝えたり、他者
と共感し合ったりすることの大切さを、活動を通
じて理解できるようにした。（第３号） 

p.226～p.229 

書き言葉の技術 自身の考えを深めたり、適切に表現したりするた
めの基本的な方法を身につけ、さまざまな事柄に
対して主体的に取り組む態度を培うことができる
ようにした。（第２号） 

p.230～p.241 

言語技術の実践 調査結果および自身の考えをまとめる活動を通し
て、知識と教養を身につけ、真理を求める態度を
養えるようにした。また、グループ活動によって
個々の責任をはたす大切さを学ぶことで、主体性
と他者を尊重する態度を身につけ、社会の形成に
参画し、その発展に寄与できる力を養えるように
した。（第 1 号・第３号） 

p.242～p.258 

資料編・見返し   

グラフ・ポスター・
パンフレット・新聞
記事 

実社会で広く用いられている資料や文章の特徴を
学ぶことで、社会においてさまざまに発信されて
いる情報を、自身の生活と関連づけながら正しく
理解できるようにした。（第３号） 

p.260～p.263 

 評論キーワード 主に論理的文章・資料などで用いられる言葉につ
いて、その意味やつながりを知ることで、抽象的
かつ論理的な思考を深め、自国および他国の文化
・社会への理解と国際社会への発展に寄与する態
度を養えるようにした。（第１号・第５号） 

p.264～p.279 
 

 見返し 各題材に関連した資料などを通して、より学習の
理解を深め、幅広い知識と教養を養えるようにし
た。また、実社会でも必要とされる情報探索の方
法を知ることで、主体的に学ぶ姿勢を身につけ、
個人の能力を高められるようにした。（第１号・
第２号） 

前見返し 

後見返し 
 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

⚫ 学校教育法第５１条２号「一般的な教養を高め、専門的な知識、技術及び技能を習得さ
せること」を踏まえ、教材の読解にとどまらず、教材に関連したテーマの理解を深めた
り、基本的な言語技術を確認したり、読書活動につなげたりできるようなコラム（「チ
ェックポイント」「ズームアップ」「解説」）を随所に掲載した。 

⚫ 学校教育法第５１条第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会
の発展に寄与する態度を養うこと」を踏まえ、各教材末には、現代社会のさまざまな話
題や問題を多角的な視点から考察できる設問や言語活動例を多数用意した。 

 

 



※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年

106-230 高等学校 国語 現代の国語

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※教　科　書　名

104・数研 現国・104-903 改訂版 高等学校 現代の国語

編　修　趣　意　書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

⑴全体
① 「読解と論述」「表現の実践」「資料編」の 3 編で構成した。「読解と論述」「表現の実践」においては、さまざまなテーマの
論理的文章・実用的文章を掲載した。
② 「チェックポイント」コーナーを設けて、文章を読解したり表現し
たりする際に身につけておきたい知識・技能を解説した。
③ 発表したり話し合ったりする活動を通して、教材のテーマについて
理解も深めることができる「ズームアップ」コーナーを設けた。

④ 本編教材とあわせて学ぶことで理解が深まる教材を掲載した「探究
の扉」コーナーを設けることで、資料を比較したり関連づけたりする
力を養えるようにした。

⑤ 各教材の見出し付近に掲載した二次元コードを通じて、さまざまな
角度から本編教材の理解を深めることができる「学習用コンテンツ」
を多数用意した。

１．編修上特に意を用いた点や特色

た
い
て
い
の
人
間
に
期
待
で
き
そ
う
な
こ
と
は
き
ち
ん
と
し
て
く
れ

る
ひ
と
。
そ
う
い
う
ひ
と
は
信
頼
で
き
る
。
よ
い
ひ
と
と
呼
ん
で
よ

い
。
他
人
の
た
め
に
な
る
が
誰
も
が
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
こ
と
に

尽
力
す
る
ひ
と
。
そ
れ
な
ら
ま
す
ま
す
そ
う
だ
。
《
倫
理
と
道
徳
》

そ
こ
で
、
下
人
は
、
老
婆
を
、
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
少
し
声
を
和
ら

げ
て
こ
う
言
っ
た
。

　「お
れ
は
検け

非び

違い

使し

の
庁
の
役
人
な
ど
で
は
な
い
。
…
…
」

《
羅
生
門
》

1

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

指
示
語指

示
語
の
働
き

1　会
話
や
文
章
の
中
で
は
、
あ
る
物
事
や
内
容
が
別
の
言
葉
で
示
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
表
現
と
し
て
指
示
語
が
あ
る
。
指
示
語
と

は
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
関
係
を
基
準
に
し
て
物
事
を
示
す
働
き
を
す
る

語
で
、
主
と
し
て
左
の
表
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
語
の
最
初
に
、「
こ
・

そ
・
あ
・
ど
」
が
つ
く
た
め
、「
こ
そ
あ
ど
言
葉
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　指
示
語
の
使
い
方
に
は
、
目
の
前
の
も
の
を
直
接
に
指
す
場
合
と
、
話

し
て
い
る
話
題
の
中
の
何
か
を
指
す
場
合
と
が
あ
る
。

指
示
語
の
内
容

2　文
章
を
読
む
際
に
は
、
指
示
語
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
の

か
（
指
示
内
容
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
指
示
内
容
が
指
示
語
の

前
に
あ
る
場
合
と
、
後
に
あ
る
場
合
と
が
あ
る
。

　指
示
語
は
、
特
定
の
語
を
指
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ひ
と
ま
と
ま

り
の
内
容
を
指
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
文
章
を
正
確
に
読
解
す
る
た
め

に
は
、
指
示
語
が
指
し
て
い
る
内
容
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

5

5

指示語の例

●
指
示
内
容
が
指
示
語
の
前
に
あ
る
場
合

●
指
示
内
容
が
指
示
語
の
後
に
あ
る
場
合

こ～ これ、この、こう、こんな
そ～ それ、その、そう、そんな
あ～ あれ、あの、ああ、あんな
ど～ どれ、どの、どう、どんな

ど
の
フ
ァ
イ
ル

で
す
か
。
こ
れ

の
こ
と
で
す
か
。

そ
の
フ
ァ
イ
ル
、

こ
こ
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。

39 ●対比の構造

と
聞
い
た
途
端
に
近
く
を
飛
ん
で
も
平
気
に
な
っ
た
り
す
る
。
言
葉
以
外
、

何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
。
こ
こ
か
ら
、
蝶
は「
蝶
」と
い
う
名
前（
＝

記
号
）
に
よ
っ
て
初
め
て
蝶
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
人
間
は
名
づ
け
る
こ
と
で
、
混こ

ん

沌と
ん

と
し
て
連
続
し
た
世

界
を
分
節
し
、
差
異
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
を
認
識
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
世
界
を
ど
の
よ
う
に
分
節
し
、
概
念
づ
け
る
か
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
文
化
と
密
接
に
関
係
し
た
言
語
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
決
め
ら
れ
る
。

世
界
の
見
え
方
は
言
語
、
つ
ま
り
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
の
だ
。

　だ
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
で
世
界
を
分
節
し
て
い
る
（
＝
「
蝶
」
と
「
蛾
」

を
分
節
し
な
い
）「
ぼ
く
」
に
と
っ
て
、
標
本
箱
の
中
に
い
る
の
は

「Schm
etterling

」
で
、「
蝶
な
ど
い
な
い
」
の
で
あ
る
。

2

言
葉
は
記
号
で
あ
る

　こ
の
よ
う
な
新
し
い
言
語
観
を
示
し
た
の
は
ス
イ
ス
の
言
語
学
者
ソ

シ
ュ
ー
ル
（
一八五七〜
一九一三）
で
あ
る
。
彼
は
、
言
語
を
記
号
の
体
系
と
し

て
と
ら
え
た
。
そ
し
て
、
記
号
は
音
や
文
字
（
記
号
表
現
）
と
意
味
（
記

号
内
容
）
と
が
一
体
と
な
っ
て
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
両
者
の

関
係
も
分
節
化
と
同
じ
く
恣
意
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
例
え
ば
、

「
蝶
と
い
う
昆
虫
」
を
指
す
記
号
表
現
は
「
ハ
チ
」
で
も
「
パ
ピ
ヨ
ン
」

で
も
、
何
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

51015

51015

　「蝶
な
ど
い
な
い
。」
と
言
っ
た
ら
、
君
は
ど
の
よ
う
な
情
景
を
想
像
す

る
だ
ろ
う
か
？

　蝶
な
ど
一
匹
も
見
え
な
い
殺
風
景
な
庭
だ
ろ
う
か
。
こ

こ
で
は
「
言
語
論
」
的
に
「
蝶
な
ど
い
な
い
」
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

1

言
葉
が
世
界
を
分
節
す
る

　ド
イ
ツ
の
文
学
者
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
に
「
少
年
の
日
の
思
い
出
」
と

い
う
短
編
小
説
が
あ
る
。「
ぼ
く
」と
友
人
エ
ー
ミ
ー
ル
と
の
間
で
起
き
た
、

蛾が

の
標
本
を
め
ぐ
る
事
件
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
蝶
や
蛾
が
出
て
く
る
の
だ
が
、原
文
は
ど
れ
も「S

シ
ュ
メ
ッ
タ
リ
ン
ク

chm
etterling

」

と
示
さ
れ
て
い
る
。
蝶
と
蛾
は
、
生
物
学
上
は
同
じ
鱗り

ん

翅し

目も
く

の
昆
虫
で
、

ド
イ
ツ
語
で
も
必
要
が
な
け
れ
ば
蝶
と
蛾
を
わ
ざ
わ
ざ
区
切
ら
な
い
（
フ

ラ
ン
ス
語
の
「p

パ
ピ
ヨ
ン

apillon

」
な
ど
も
同
様
）。
だ
か
ら
「
ぼ
く
」
の
標
本
箱

に
は
、
お
気
に
入
り
の
「
蝶
と
蛾
」
が
一
緒
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　そ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
蝶
と
蛾
は
区
別
す
る
の
が
普
通
で
、「
蝶

は
平
気
だ
け
れ
ど
蛾
は
嫌
い
。」
と
聞
く
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
胴
が

太
い
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ
は
よ
く
蛾
と
間
違
わ
れ
る
が
、「
そ
れ
、
蝶
だ
よ
。」

ど
こ
に
も
蝶ち

ょ
う

な
ど
い
な
い

―
言
語
論
入
門
―

ズーム
アップ

二七八頁
「
評
論
キ
ー
ワ
ー
ド
言
語
」

88ズームアップ どこにも蝶などいない●

　そ
し
て
、
君
が
も
し
、
友
達
が
持
っ
て
い
る
標
本
を
指
し
て
「
こ
れ
は

蝶
だ
ね
。」
と
言
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
言
葉
（
記
号
）
が
指
し
示
し
て

い
る
の
は
、
標
本
箱
の
中
の
「
あ
る
個
体
」
で
、
そ
れ
は
確
か
に
存
在
す

る
。
け
れ
ど
、「
蝶
」
と
い
う
言
葉
は
、「
蝶
」
と
い
う
概
念
を
表
す
記
号

だ
か
ら
、
抽
象
的
で
、
手
に
取
れ
る
も
の
と
し
て
実
在
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
「
高
校
生
で
あ
る
君
」
は
実
在
し
て
も
、「
高

校
生
と
い
う
記
号
」
が
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
。

　だ
か
ら
、
標
本
箱
の
中
に
個
々
の
「
蝶
」
は
い
て
も
、「
蝶
（
と
い
う

記
号
）
な
ど
い
な
い
」
の
で
あ
る
。

5

言

語

活

動

1
日
本
語
の
「
稲
」「
米
」「
ご
飯
」
は
、
英
語
で
は
ど
れ
も
「rice

」

で
表
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
に
よ
っ
て
分
節
の
仕
方
が
異
な
る
も

の
を
あ
げ
て
、
そ
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
文
化
の
違
い
が
あ
る
か
説

明
し
て
み
よ
う
。

関連書籍

「
こ
と
ば
と
世
界
」「
こ
と
ば

と
身
体
」
の
関
係
な
ど
、
身
体

の
専
門
家
の
問
い
に
言
葉
の
専

門
家
が
答
え
、
そ
こ
か
ら
学
び

の
あ
り
方
が
示
さ
れ
る
。

言
葉
と
は
何
か
と
い
う
根
源
的

な
問
い
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

ん
だ
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
研
究
の
第

一
人
者
に
よ
る
書
。
言
語
学
初

心
者
向
き
に
基
本
を
解
説
。

差異はない
どこで
区切るか
は恣意的

差異ができる

何でもいい

ド
イ
ツ
語
の
場
合

日
本
語
の
場
合

セ
ミ

バ
ッ
タ

蛾蝶

結
び
つ
き
は

恣
意
的

Zikade

ツ
ィ
カ
ー
デ

H
euschrecke

ホ
イ
シ
ュ
レ
ッ
ケ

Schm
etterling

「
蝶
」

記
号

分
節

分
節

分
節

蝶の概念など （記号内容）
tyôという音・文字（記号表現）

『ことば、身
からだ

体、学び』

為
ため

末
すえ

大
だい

・

今
いま

井
い

むつみ

『言葉とは何か』

丸
まる

山
やま

圭
けい

三
ざぶ

郎
ろう

89 ●具体と抽象
　
倫
理
と
道
徳
の
違
い
を
説
明
す
る
前
に
、
一
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
そ
の
違
い
を
痛
い
ほ

ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

　
当
時
小
学
校
三
年
生
だ
っ
た
息
子
を
連
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
出
張

に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

　
ホ
テ
ル
に
到
着
し
、
買
い
物
が
て
ら
街
を
散
歩
し
た
と
き
の
こ
と
。

向
こ
う
か
ら
、
四
十
代
く
ら
い
の
太
っ
た
女
性
が
ふ
ら
ふ
ら
と
揺
れ

な
が
ら
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
乱
れ
た
身
な
り
と
手
を
差
し

伸
べ
て
い
る
様
子
か
ら
、
物
乞
い
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
す

ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。

1

　
私
は
と
っ
さ
に
息
子
の
手
を
ぐ
い
と
引
い
て
、
そ
の
女
性
を
避
け

る
よ
う
に
通
り
の
反
対
側
に
渡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
一
人
な

ら
ま
だ
し
も
、
子
供
も
い
る
状
況
で
、
何
か
よ
く
な
い
こ
と
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
大
変
だ
。
そ
の
一
心
で
し
た
。

　
そ
の
直
後
で
し
た
。
息
子
が
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
よ
う
に
大
泣

き
を
し
始
め
た
の
は
。
な
ぜ
、
お
母
さ
ん
は
あ
の
人
を
助
け
な
か
っ

た
の
か
。
な
ぜ
、
か
わ
い
そ
う
な
人
に
あ
ん
な
仕
打
ち
を
す
る
の
か
。

僕
が
も
し
病
気
に
な
っ
た
り
障
害
を
持
っ
た
り
し
た
ら
、
み
ん
な
に

510

5

1
物
乞
い
　
他
人
に
金
銭
や
品
物
を
恵
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
こ
と
。

《
倫
理
と
道
徳
》の
内
容
を
踏
ま
え
て
次
の
文
章
を
読
み
、「
倫

理
」
と
「
道
徳
」
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
。

│
比
べ
読
み
│

探
究
の
扉

「
倫
理
一
般
」
は
存
在
し
な
い伊い

藤と
う

亜あ

紗さ

35 ●対比の構造



⑵ 読解と論述
・ 現代の社会生活に関するテーマについて述べた文章、図表や資料を
用いた文章など、さまざまな形式の文章に触れられるよう配慮した。
・ 単元内の題材の学習内容に関連性をもたせ、多彩な言語活動を通し
て、自分の考えを論理的に表現する力、目的に応じて書く力を身に
つけられるようにした。

⑶表現の実践
・汎用的な言語能力を身につけるための基本知識を解説し、適
宜「読解と論述」の内容と関連をもたせ、相互に効果的な学習
ができるようにした。

⑷資料編
・論理的な文章や、実社会の具体的な場面で用いられる言葉に
ついて、その意味やつながりを知ることで、抽象的かつ論理的
な思考を深められるようにした。

こ
と
ば
と
表
現

1
「
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
な
ど
の
啖
呵
売
」（
一七五・
3
）
と
は
、
ど

の
よ
う
な
販
売
手
法
か
。
調
べ
て
み
よ
う
。

2
「
足
る
を
知
れ
」（
一八〇・
1
）
は
、
老
子
の
「
足
る
を
知
る
者
は
富
む
」

と
い
う
言
葉
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
を
確
認
し
た
う
え
で
、
筆

者
が
こ
の
言
葉
を
引
用
し
た
意
図
を
考
え
て
み
よ
う
。

漢

　字

濯
（
洗
濯
）
炊
（
雑
炊
）
廉
（
清
廉
）
需
（
需
給
）
飽
（
飽
食
）
鈍
（
鈍
感
）

掃
（
清
掃
）
稼
（
稼
働
）
痩
（
痩
身
）
辛
（
辛
酸
）
閑
（
閑
静
）
購
（
購
読
）

爆
（
爆
弾
）
償
（
弁
償
）
蛮
（
蛮
行
）
析
（
解
析
）
鬱
（
憂
鬱
）
臆
（
臆
面
）

怖
（
畏
怖
）

言

語

活

動

1
筆
者
は
「
欲
望
は
欲
望
に
よ
っ
て
駆
動
さ
れ
る
」（
一七六・
13
）
こ
と

の
例
と
し
て
「
切
手
集
め
」（
一七六・
6
）
を
あ
げ
て
い
る
。
自
分
た
ち

の
経
験
の
中
か
ら
同
じ
よ
う
な
例
を
あ
げ
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
次
の
文
章
を
読
ん
で
、「
モ
ノ
消
費
」「
コ
ト
消
費
」「
ト
キ
消
費
」

の
い
ず
れ
か
の
例
に
言
及
し
な
が
ら
、「
人
は
自
分
ら
し
さ
を
獲
得
す

る
た
め
に
消
費
す
る
の
だ
」（
一七八・
13
）
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
、
自

分
の
意
見
を
発
表
し
て
み
よ
う
。

　従
来
か
ら
の
消
費
行
動
で
あ
る
、
モ
ノ
（
商
品
）
を
購
入
し
所
有

す
る
消
費
形
態
は
「
モ
ノ
消
費
」、
旅
行
、
習
い
事
、
芸
術
鑑
賞
等

の
機
会
や
サ
ー
ビ
ス
を
消
費
す
る
形
態
は
、「
コ
ト
消
費
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
の
時
、
そ
の
場
所
で
し
か
体
験
で
き
な
い

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ェ
ス
等
で
、
感
動
を
他
の
参
加
者
と
共
有

す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
参
加
者
と
し
て
盛
り
上
が
り
に
寄
与
し
一

体
感
を
得
る
消
費
形
態
は
「
ト
キ
消
費
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
若
者
の
消
費
形
態
は
、「
コ
ト
消
費
」
か
ら
「
ト
キ
消
費
」
に

移
行
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
若
者
の
「
ト
キ
消
費
」
へ
の
注

目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
消
費
者
庁
「
令
和
四
年
版
消
費
者
白
書
」）

181 ●背景を理解する

資
料
著
者
●
末す

え

田だ

清き
よ

子こ（
東
京
都
生
ま
れ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
者
。）

資
料
出
典
●『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
│
そ
の
展
望
と
視
点
増
補
版
』

末
田
清
子
・
福ふ
く

田だ

浩ひ
ろ

子こ（
二
〇
一
一
年
刊
）

言

語

活

動

1
人
間
が
他
の
人
間
に
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
言
葉
を
使
っ
て
伝

え
る
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
言
葉
に
よ
ら
な
い
非
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
る
。
次
頁
の
【
資
料
1
】
の
図
と
【
資
料
2
】（

六一頁
）
の
文
章

の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
次
の
⑴
〜
⑷
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
話
し
合
っ
て

み
よ
う
。

⑴
「
手
話
」
が
「
非
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
は
な
く
「
言
語
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
の
手
段
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

⑵
南
米
か
ら
来
た
客
と
日
本
人
と
の
や
り
取
り
の
話
は
、
図
の
中
の
ど

の
要
素
が
問
題
に
な
っ
た
事
例
か
。

⑶
自
分
が
何
気
な
く
行
っ
た
動
作
が
非
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
相
手

に
受
け
取
ら
れ
た
経
験
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

⑷
日
本
に
お
け
る
面
接
の
マ
ナ
ー
の
中
で
非
言
語
非
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
該
当
す
る
も
の
は
何
か
。

実
用
の
文
章
1

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段
を
考
え
る

図
・
文
章

　図
を
用
い
る
と
、
多
様
な
情
報
を
整
理
し
た
り
、
複
雑
な
内

容
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
読
み

手
も
、
図
を
文
章
と
と
も
に
関
連
づ
け
て
読
む
こ
と
で
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　こ
こ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
に
つ
い
て
示
し
た

図
と
、
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
解
説
し
た
文

章
を
読
み
、
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

58コミュニケーションの手段を考える●

1
「
聞
き
取
る
」
た
め
に

　文
章
と
異
な
り
、
音
声
は
そ
の
場

で
消
え
て
し
ま
う
。
情
報
を
含
む
音

声
を
聞
き
、
そ
の
内
容
を
そ
の
場
で

理
解
す
る
に
は
、
訓
練
が
必
要
で
あ

る
。
つ
ま
り「
聞
こ
え
る
（hear

）」

で
は
な
く
「
聞
き
取
る
（listen

）」

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
。
そ
の
代

表
的
な
も
の
に
「
ス
キ
ミ
ン
グ
（
大

意
を
つ
か
む
方
法
）」
と
「
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
（
具
体
的
な
情
報
を
探
す
方

法
）」
が
あ
る
。

2
大
意
を
聞
き
取
る
（
ス
キ
ミ
ン
グ
）

　ス
キ
ミ
ン
グ
と
は
、
聞
い
た
情
報
を
す
べ
て
細
か
く
聞
き
取
る
の

で
は
な
く
、
話
の
全
体
的
な
構
造
を
把
握
し
、
話
し
手
の
一
番
言
い

た
い
こ
と
（
要
点
）
を
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
話
し
手
が
「
何
を
」

「
ど
の
よ
う
に
」
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
注
意
し
て
聞
く
と
、

話
の
要
点
を
つ
か
み
や
す
く
な
る
。

3
具
体
的
な
情
報
を
聞
き
取
る（
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
）

　ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
と
は
、
話
の
展
開
を
想
定
し
な
が
ら
、
特
定
の
情

報
を
聞
き
取
る
こ
と
で
あ
る
。
講
演
な
ど
で
あ
れ
ば
、
話
の
中
心
と

な
る
単
語
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
ス
キ
ミ
ン
グ
を
し
な
が
ら
つ
か
み
、

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
意
味
」、
次
に
そ
れ
に
関
す
る
「
例
」、
そ
し

て
話
し
手
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
か
と
い
う
「
価
値

づ
け
」
に
気
を
つ
け
て
聞
く
と
よ
い
。
ま
た
、
聞
い
た
だ
け
で
は
忘

れ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
場
で
メ
モ
を
と
る
こ
と
も
大
切
だ
。

510

510

▼
目
的
に
応
じ
て
情
報
を
聞
き
取
る
。

▼
注
意
深
く
正
確
に
聞
く
。

目
標 情

報
の
聞
き
取
り
方

聞
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

226情報の聞き取り方◆

資本家が労働者を雇用し、生
産させ、利益を得る社会体制。

＊消費社会　資本主義の発達に
よって、消費の領域が拡大し、
消費が生産を規定するように想
定される社会。

資本主義
資本主義における資本家と労働者の階級関
係や富の私有・競争などに対する批判のも
とに生まれた、平等な社会を目指す社会体制。

＊共産主義　社会主義思想のもとに、社会主
義の世界を実現する方法を兼ね備えた理論と
運動。私有財産を廃止する。

社会主義

近代合理主義
経験ではなく、理性的な認識を
絶対視する思想。理性によって
真理を論証しようとする立場。
近代諸科学の根本的性格。

個人主義 全体主義
社会や国家を構
成する個人の尊
厳・自由を重ん
じる思想。

個人の尊厳・自
由よりも、社会
や国家の全体を
優先させる思想。

ブルジョワジー
生産手段を持ち、賃金で労
働者を働かせる資本家階級。

プロレタリアート
生産手段を持たず、労働で資本
家から賃金を得る労働者階級。

前近代

ポストモダン

前
近
代
に
お
い
て
、
人
間
は

自
然
や
共
同
体
の
一
部
、
あ
る

い
は
絶
対
的
な
神
の
前
で
無
力

な
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　し
か
し
近
代
に
な
る
と
、
人

間
は
自
然
・
共
同
体
・
神
か
ら

独
立
し
、
自
分
の
こ
と
を
自
分

で
決
め
る
主
体
と
し
て
の
「
個

人
」と
な
っ
た
。
そ
し
て
、「
個

人
」
と
し
て
の
人
間
の
理
性
が

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近

代
合
理
主
義
と
い
う
思
想
が
生

ま
れ
た
。
ま
た
、
共
同
体
か
ら

解
放
さ
れ
た
個
々
の
人
間
が
資

本
家
や
労
働
者
と
な
る
こ
と
で
、

資
本
主
義
社
会
・
消
費
社
会
が

生
ま
れ
た
。

　し
か
し
、
近
代
合
理
主
義
や

資
本
主
義
に
も
大
き
な
問
題
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
て
、
そ
れ
ら
を
相
対
化
し
、

多
様
な
価
値
観
を
認
め
よ
う
と

す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
い
う
思

想
的
立
場
も
生
ま
れ
た
。

社会・経済を知る10のワード

 時代の流れを示す　

古代・中世・近世を含む時代区分のこと。あくまで相対的な時代区分であり、
一般的には近代の前の時代を広く指すときに用いられる。

近　代
近世の後の時代区分のこと。西洋では市民革命の時代からロシア革命までを、
日本では明治維新から太平洋戦争終結までを指すことが多い。

近代の「後」の時代。または、「近代合理主義」の枠組みを脱し、「理性」や「西洋近代」
を絶対視せず、多元的な価値を認めようとする立場の総称。

274評論キーワード◆

資料 1 コミュニケーションの要素

1 韻律素性　音の高さ・強勢・速さ・リズムなどを含み、言語的な意味の変化をもた
らすもの。
2 周辺言語　話者の声の質・高さ・声量・声の調子や間などを含み、話者の感情表出
に関わるもの。また、話者に関する情報を与えるもの。

言語メッセージ
verbal messages

非言語メッセージ
nonverbal messages

言語音声メッセージ
verbal-vocal
messages

言語非音声メッセージ
verbal-nonvocal

messages

非言語音声メッセージ
nonverbal-vocal

messages

非言語非音声メッセージ
nonverbal-nonvocal

messages

話し言葉
spoken language

書き言葉
written language

手話
sign language

韻律素性
prosodic features

周辺言語
paralanguage

表情音声
声の性質など

外見的特徴
appearance

体つき
髪・肌の色
付加物など

身体接触
body touch

本能的接触
儀礼的接触

身体動作
body movement

表情
身ぶり
姿勢

まなざしなど

におい・香り
smell

香水
デオドラント

空間
space

対人距離
対人角度
空間使用

時間
time

時間の観念
時間に対する志向

1

2

59 ●一般論と主張



図書の構成・内容

書く 読む

⑴ ⑵ ⑶ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵
風が通るとき ウ・エ ア ア 14 1

対比の構造 私の中にある生命の歴史 オ ア 20 1
水の東西 ウ・エ イ ア 22 1
【ズームアップ】文化 エ ア イ ア 28 1
倫理と道徳 ウ・オ イ ア 30 3
【探究の扉】「倫理一般」は存在しない イ ウ 35 1
【チェックポイント１】指示語 カ 39

一般論と主張 「大人になる」ための条件 オ ア 40 1
「わらしべ長者」の経済学 ウ・エ ア ア 42 1
「異文化を理解する」とは ウ・エ・オ イ ア 50 4
【チェックポイント２】文脈の理解 カ 56
【チェックポイント３】接続語 オ ア 57
コミュニケーションの手段を考える カ イ ア・イ・ウ ウ 58 1

論理とレトリック 論理的ということ ウ・オ ウ ア ア 62 1
コインは円形か ア・ウ・エ ア・イ ア 67 1
根拠の妥当性を説明する ア イ・ウ 74 4
【チェックポイント４】要約 オ ア 77

具体と抽象 いま平和とは オ・カ ア 78 1
ものとことば ウ・エ イ ア 80 1
【ズームアップ】どこにも蝶などいない ア ア ア エ 88 1
人と自然の共生とはどういうことか ウ・エ イ イ・ウ ア 90 4
【ズームアップ】環境問題のこれから オ ア ア エ 100 1
【チェックポイント５】具体例 カ 101
目的に合わせて表現を工夫する エ イ・ウ・エ イ 102 1

批評する 無意識を滋養する術 ウ・エ イ・ウ ア 106 1
【ズームアップ】芸術の価値とは ア ア イ エ 118 1
『羅生門』の最後の一文 ウ・エ イ・エ 119 1
【言語活動の実践】批評文を書こう イ・オ ア・イ 132 2

比較する 政治的思考 ウ・エ ア ア・イ イ 136 1

【探究の扉】未来をはじめる ア イ ア 142 1

【言語活動の実践】テーマを決めて話し合おう イ ウ エ・オ ウ 146 1
会話という現象 イ ア ウ 148 1
【探究の扉】スライダーズ・ミックス イ イ ウ 158 1
複数の資料を読み比べて考えをまとめる イ ア・イ ウ 167 2
【チェックポイント６】文章構成 オ 172

背景を理解する 私有への欲望 ウ・オ ア・イ イ 174 2
ポスト・プライバシー ウ・エ・カ イ 182 1
【ズームアップ】情報とメディア エ ア ア ア 190 1
資料を分析して考えをまとめる ウ ア・イ ア 192 2
【チェックポイント７】比較 ア ウ 197
時間と自由の関係について ウ・オ イ ア 198 1
【ズームアップ】近代と時間の関係 カ ア イ ア 206 1
【チェックポイント８】文末表現 オ 207

問題提起 退屈の反対は快楽か ア・オ ア 208 1
命は誰のものなのか ア イ・エ ア 210 2
【ズームアップ】科学と生命を考える オ ア イ ア 215 1
他者を理解するということ ウ・エ ア 216 2
【ズームアップ】自己と他者の理解とは カ ア オ エ 224 1

話し言葉の技術 【聞くトレーニング】情報の聞き取り方 イ 226
【話すトレーニング】説得力のある話し方 イ 228

書き言葉の技術 【文章トレーニング１】文章構造を理解する オ 230
【文章トレーニング２】要約する オ ア 232
【文章トレーニング３】比較する ウ 236
【文章トレーニング４】論証する イ・ウ 238
【文章トレーニング５】意見文を書く オ オ 240

言語技術の実践 【実践１】レポート エ・オ ア・イ・ウ ウ 242 5
【実践２】プレゼンテーション エ・オ ウ・エ・オ イ 247 4
【実践３】ディベート・討議 エ・オ イ・エ・オ ウ 252 4

資料編 グラフ・ポスター・パンフレット・新聞記事 エ ウ・エ 260
評論キーワード ア・エ 264

前見返し 評論文のテーマを理解する ア ①②
後見返し 情報探索と利用の方法 エ ④⑤⑥

A 話すこと・聞くこと 22
B 書くこと 32
C 読むこと 16

合計

配当時数

話す・
聞く
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２． 対照表

B 書くこと C 読むこと

学習指導要領の内容

配当時数合計

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等
A 話すこと・聞くこと

該当
箇所
［頁］単元 教材




